
ご

挨

拶

秋
風
が
心
地
よ
く
感
じ
ら
れ
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
令
和
七
年
度

新
潟
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
古
川
憲

と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
頃
よ
り
各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
対
す
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
大
阪
・
関
西
万
博
が
開
催
さ
れ
、
未

来
の
社
会
や
技
術
、
そ
し
て
人
の
つ
な
が
り
が

世
界
中
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

時
代
の
大
き
な
う
ね
り
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち

が
確
か
な
価
値
観
と
判
断
力
を
持
っ
て
歩
ん
で

い
く
た
め
に
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
が
連
携
し

て
支
え
る
意
義
は
一
層
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
七
月
に
は
福
井
県
で
開
催
さ
れ
た
北

信
越
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
究
大
会

に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
福
井
県
立
武
生
商
工
高
等
学
校
吹
奏
楽

部
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
お
出
迎
え
を
い
た
だ
き
、
心
震
え
る
感
動

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
各
地
区
か
ら

の
代
表
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
活
動
発
表
で
は
多

岐
に
わ
た
る
活
動
が
報
告
さ
れ
参
加
者
に
多
く

の
学
び
と
気
づ
き
を
得
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
記
念
講
演
に
は
、
日
本
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
界
の
名
将
・
中
垣
内
祐
一
氏
を
お
迎
え
し
、

「
選
手
強
化
の
最
前
線
～
男
子
バ
レ
ー
の
ケ
ー

ス
～
」と
題
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
講
演
の
中
で
は
た
だ
や
み
く
も
に
押
し
付

け
、
根
性
論
と
い
う
時
代
か
ら
「
目
的
を
明
確

に
す
る
こ
と
」「
最
優
先
事
項
を
見
極
め
る
力
」

「
課
題
を
抽
出
し
、解
決
す
る
力
」、そ
し
て
「
自

分
を
律
す
る
力
」の
重
要
性
に
つ
い
て
、ス
ポ
ー

ツ
の
現
場
で
の
経
験
に
基
づ
い
た
熱
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
た
ち
保
護
者
に
と
っ
て
も
、
大
切
な
こ
と

は
何
か
、
何
を
優
先
す
べ
き
か
を
見
失
わ
ず
、

常
に
学
び
を
重
ね
て
い
く
姿
勢
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
だ
と
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

結
び
に
、
本
広
報
紙
が
、
皆
さ
ま
の
活
動
の

一
助
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
共
に
考

え
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
今
後
と

も
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

新
潟
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長

一
般
社
団
法
人

新
潟
県
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
安
全
互
助
会
理
事
長

古

川
　
　
　
憲

（
新
潟
中
央
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

高
め
合
え
る
仲
間
と
と
も
に

三
条
高
校
競
技
か
る
た
部

保
護
者

小
川

優
子

競
技
か
る
た
は
、
読
手
が
読
み
上
げ
た
上
の

句
に
対
応
す
る
下
の
句
の
札
を
取
り
合
う
競
技

で
す
。
娘
は
小
学
校
三
年
生
の
時
に
授
業
で
百

人
一
首
に
触
れ
、競
技
か
る
た
を
始
め
ま
し
た
。

高
校
進
学
の
際
は
競
技
か
る
た
部
が
あ
る
三

条
高
校
へ
の
進
学
を
希
望
し
、
素
敵
な
同
級
生

や
後
輩
に
出
会
い
ま
し
た
。
仲
間
同
士
で
切
磋

琢
磨
し
、「
競
技
か
る
た
の
甲
子
園
」
と
も
呼

ば
れ
る
全
国
高
等
学
校
選
手
権
大
会
に
三
条
高

校
と
し
て
初
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

と
も
に
困
難
を
乗
り
越
え
、
お
互
い
に
高
め
合

え
る
仲
間
が
い
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。

七
月
下
旬
に
行
わ
れ
た
高
校
生
活
の
集
大
成

と
な
る
「
か
が
わ
総
文
祭
」
で
は
、
新
潟
県
代

表
の
一
人
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
総
文
祭
ま

で
に
合
同
練
習
を
何
度
も
行
い
、
団
体
戦
に
向

け
て
力
を
高
め
て
き
ま
し
た
。
試
合
中
に
は
新

潟
県
代
表
の
仲
間
同
士
で
励
ま
し
合
い
、
最
後

の
一
枚
ま
で
懸
命
に
取
り
合
う
姿
が
見
ら
れ
、

成
長
を
感
じ
ま
し
た
。

三
条
高
校
を
は
じ
め
県
内
の
競
技
か
る
た
部

の
皆
さ
ん
、
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
や

指
導
者
の
皆
様
、
今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
最
後
の
一
枚
ま

で
諦
め
な
い
三
条
高
校
の
か
る
た
を
繋
い
で
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

経
験
を
糧
に
、
未
来
へ

新
潟
江
南
高
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

保
護
者

牧
岡

龍
一

去
る
六
月
一
日
、
新
潟
明
訓
高
校
を
決
勝
戦

で
破
り
、
悲
願
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
掴
み

取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
タ
イ
ム
ア
ッ
プ
の

瞬
間
、
江
南
サ
イ
ド
の
観
客
ス
タ
ン
ド
で
は
、

一
・
二
年
生
部
員
、女
子
部
員
、そ
し
て
保
護
者
、

関
係
者
が
み
な
喜
び
を
爆
発
さ
せ
ま
し
た
。

総
勢
四
十
一
名
で
活
動
し
て
き
た
男
子
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
部
は
、
学
年
の
壁
が
な
く
仲
の
良
さ

が
最
大
の
武
器
で
あ
る
と
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め

た
息
子
は
言
い
、
そ
れ
が
今
年
の
大
き
な
勝
因

だ
と
言
え
ま
す
。
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
、
団
結
力

の
高
い
チ
ー
ム
に
ご
指
導
い
た
だ
い
た
監
督
・

顧
問
の
先
生
方
に
ま
ず
は
感
謝
申
し
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

十
八
年
振
り
九
回
目
の
出
場
と
な
っ
た
岡
山

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の

初
戦
は
、
八
月
三

日
倉
敷
体
育
館
に

て
大
阪
代
表
の
強

豪
、
桃
山
学
院
高

等
学
校
と
の
対
戦

で
し
た
。
経
験
や

実
力
に
差
が
あ

り
、
圧
倒
さ
れ
た

試
合
と
な
り
ま
し

た
が
、
選
手
に

と
っ
て
あ
の
舞
台

に
立
っ
た
こ
と
が

貴
重
な
経
験
と

な
っ
た
は
ず
で
す
。
そ
の
大
き
な
経
験
と
い
う

岡
山
土
産
を
次
年
度
の
新
潟
県
内
連
覇
、
そ
し

て
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
の
勝
利
に
繋
げ
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
ご
支
援
い
た
だ
い
た
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
、

関
係
の
皆
様
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

令和７年10月１日発行 新潟県高Ｐ連広報 第108号（1）

印 刷 所
㈱小林印刷所



本
校
は
創
立
１
２
２
年
を
迎
え
る
伝
統
校
で

す
。
現
在
は
、
男
女
共
学
、
普
通
科
計
七
ク
ラ

ス
の
小
規
模
校
で
は
あ
り
ま
す
が
、
大
学
・
専

門
学
校
進
学
・
就
職
と
多
様
な
進
路
に
合
わ
せ

た
教
育
活
動
は
充
実
し
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
三
役
を
含
む
常
任
理
事
を
中
心

に
ク
ラ
ス
理
事
（
会
報
・
巡
視
・
会
計
監
査
）

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
活
動
」は
生
徒
・
保
護
者
・

職
員
（
令
和
七
年
度
は
同
窓
会
会
員
も
参
加
）

協
働
で
柏
崎
中
央
海
岸
の
清
掃
を
行
う
一
大
イ

ベ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
五
年
度
か
ら
開

始
し
、
今
年
で
三
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

活
動
を
通
じ
て
生
徒
の
皆
さ
ん
が
地
域
に
愛
着

を
持
ち
、
環
境
問
題
や
社
会
貢
献
に
関
心
を
寄

せ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
今
後
も
継
続
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

他
に
も
、
常
盤
祭
（
文
化
祭
）
へ
の
協
力
、

登
校
時
の
立
哨
指
導
、
人
権
講
演
会
の
開
催
な

ど
を
通
し
て
、
学
び
の
場
の
提
供
や
、
私
達
が

直
接
生
徒
の
皆
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
る
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
生
徒
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が

安
心
し
て
自
身
の
成
長
の
た
め
に
学
習
や
部
活

動
、
校
外
活
動
に
夢
中
に
な
っ
て
取
り
組
め
る

環
境
を
作
る
べ
く
、
学
校
と
協
力
し
な
が
ら
支

援
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
津
工
業
高
校
は
、
高
度
な
も
の
づ
く
り
、
実
践

的
な
技
能
・
技
術
の
習
得
を
目
指
す
特
色
あ
る
工
業

高
校
で
、
四
学
科
が
設
置
さ
れ
た
学
校
で
す
。
生
徒

は
、
高
度
熟
練
技
能
士
等
で
あ
る
特
別
非
常
勤
講
師

や
外
部
講
師
の
先
生
方
に
よ
る
直
接
技
術
指
導
や
校

外
で
の
実
習
を
通
じ
て
、
技
術
の
習
得
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
は
、
三
つ
の
小
委
員
会
で
構

成
さ
れ
運
営
し
て
い
ま
す
。
飛
翔
祭
（
文
化
祭
）
で

は
、
委
員
会
に
関
係
な
く
全
員
が
協
力
し
て
積
極
的

に
参
加
し
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
始
め
た
六
月
の
体
育
祭
で
の
熱
中
症

対
策
に
向
け
た
取
り
組
み
を
今
年
度
も
行
い
ま
し

た
。
グ
ラ
ン
ド
で
テ
ン
ト
を
出
し
て
給
水
所
を
設
け

る
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
負
担
が
大
き
く
な
る
こ
と
も
あ
り
、

休
憩
時
間
に
体
を
冷
や
す
た
め
の
冷
凍
パ
ウ
チ
と
塩

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
が
生
徒
に
直
接
配
布
し

ま
し
た
。

十
月
に
行
わ
れ
る
飛
翔
祭
で
は
、
大
勢
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

が
協
力
し
て
、飛
翔
鍋
（
大
き
な
寸
胴
で
作
る
豚
汁
）

の
調
理
と
お
に
ぎ
り
の
仕
入
れ
販
売
を
行
い
ま
す
。

お
に
ぎ
り
も
以
前
は
調
理
し
て
い
ま
し
た
が
、
感
染

症
予
防
と
負
担
軽
減
の
た
め
数
年
前
か
ら
仕
入
れ
販

売
と
し
ま
し
た
。
調
理
室
で
は
食
品
を
提
供
す
る
三

年
生
の
ク
ラ
ス
と
一
緒
に
な
る
た
め
、
自
然
と
生
徒

と
の
会
話
も
増
え
ま
す
。
事
前
の
買
い
出
し
や
当
日

の
朝
早
く
か
ら
の
調
理
等
大
変
さ
も
あ
り
ま
す
が
、

皆
様
か
ら
好
評
で
、
完
売
し
た
時
の
達
成
感
と
充
実

感
を
共
有
で
き
る
こ
と
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
な
ら
で
は
、

と
感
じ
ま
す
。

主
役
の
子
ど
も
達
を
下
支
え
し
て
様
々
な
活
動
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
楽
し
く
協
力
で
き

る
こ
と
で
明
る
く
積
極
的
に
活
動
で
き
る
と
思
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
過
負
担
に
な
ら
ず
継
続
で
き
る
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
で
学
校
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

新
潟
県
立
柏
崎
常
盤
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

新
津
工
業
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
取
組
み

柏
崎
常
盤
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

遠
山
み
ち
る

新
津
工
業
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

田
中

恵
美

去
る
六
月
六
日
、
ホ
テ
ル
イ
タ
リ
ア
軒
を
会

場
に
、
今
年
度
の
県
高
Ｐ
連
総
会
・
研
究
協
議

会
及
び
（
一
社
）
新
潟
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
安

全
互
助
会
社
員
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

高
Ｐ
連
総
会
は
永
井
智
則
副
会
長
の
開
式
の

言
葉
に
続
き
国
歌
を
斉
唱
後
、
古
川
憲
会
長
の

挨
拶
と
、
来
賓
の
新
潟
県
教
育
委
員
会
教
育
次

長
の
鶴
巻
勝
様
よ
り
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
前
年
度
の
会
務
並
び
に
決
算
報
告
・
会

計
監
査
報
告
、
及
び
役
員
改
選
に
つ
い
て
承
認

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
再
任
の
古
川
憲
新
会
長
の

挨
拶
と
功
労
者
へ
の
感
謝
状
贈
呈
の
後
、
遠
藤

和
人
新
副
会
長
を
議
長
に
、
今
年
度
の
活
動
方

針
・
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
案
に
つ
い
て
承

認
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

安
全
互
助
会
社
員
総
会
は
井
上
沙
織
副
理
事

長
の
開
式
の
言
葉
に
続
き
、
古
川
理
事
長
の
挨

拶
後
に
、
前

年
度
の
事
業

報
告
・
会
計

決
算
、
役
員

選
出
、
本
年

度
の
事
業
計

画
・
収
支
予

算
に
つ
い
て

承
認
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

研
究
協
議

会
で
は
各
委

員
会
の
資
料

報
告
の
後
、

新
潟
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
総
会
報
告

新
潟
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
総
会
報
告

四
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

よ
り
提
案
発
表

が
行
わ
れ
ま
し

た
。
第
一
発
表

は
柏
崎
常
盤
高

校
の
「
新
潟
県

立
柏
崎
常
盤
高

等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
」、
第
二

発
表
は
新
津
工

業
高
校
の
「
新
津
工
業
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

の
取
組
み
」、
第
三
発
表
は
「「
恵
温
」
の
心
を

育
む
～
新
潟
江
南
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
報
告

～
」、第
四
発
表
は
長
岡
大
手
高
校
の
「「
済
美
」

の
精
神
を
涵
養
す
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
」
の
順
に
そ

れ
ぞ
れ
特
色
の
あ
る
取
組
が
紹
介
さ
れ
、
大
変

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
新
潟
食
科
農
業
大
学
教
授
の
比
良
松

道
一
様
よ
り
「
人
の
絆
と
農
を
支
え
る
自
炊
力

～
だ
か
ら
「
自
炊
」
な
ん
だ
～
」
と
題
し
て
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
朝
食
が
洋
菓
子
と
い

う
学
生
が
、
自

炊
塾
に
よ
っ
て

崩
壊
し
か
け
て

い
た
食
文
化
を

取
り
戻
し
て
い

く
お
話
な
ど
、

時
代
背
景
と
重

な
る
興
味
深
い

講
演
会
と
な
り

ま
し
た
。

新
潟
南
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

馬

場

匠

第
一
発
表

第
一
発
表

県
高
Ｐ
連
総
会

提
案
発
表

県
高
Ｐ
連
総
会

提
案
発
表

第
二
発
表

第
二
発
表

令和７年10月１日発行新潟県高Ｐ連広報第108号 （2）

11月１日は「新潟県教育の日」



新
潟
江
南
高
校
は
昭
和
三
十
八
年
に
県
立
新

潟
女
子
高
等
学
校
と
し
て
開
校
、
同
四
十
九
年

に
現
在
の
校
名
と
な
り
、
今
年
創
立
六
十
二
年

を
迎
え
た
全
日
制
普
通
科
の
高
等
学
校
で
す
。

校
訓
に
「
恵
温
」（
お
だ
や
か
に
し
て
か
つ
す

な
お
に
）
を
掲
げ
、
三
年
間
を
通
し
て
、
生
徒

が
確
か
な
学
力
と
豊
か
な
人
間
性
を
身
に
つ

け
、
一
人
一
人
が
希
望
す
る
進
路
を
実
現
で
き

る
よ
う
、
教
育
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
も
学
校
の
教
育
活
動
に
歩
調
を

合
わ
せ
、
生
徒
の
進
路
実
現
に
向
け
て
、
進
路

講
演
会
講
師
へ
の
謝
礼
補
助
や
進
学
資
料
の
整

備
補
助
の
支
援
な
ど
、
ま
た
、
青
葉
祭
（
体
育

祭
）
や
恵
温
祭
（
文
化
祭
）
な
ど
学
校
行
事
へ

の
参
加
や
部
活
動
へ
の
支
援
を
主
な
活
動
と
し

て
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
生
徒
の
成
長

を
実
感
し
な
が
ら
、
私
た
ち
も
成
長
で
き
る
よ

う
、
保
護
者
対
象
の
講
演
会
を
開
催
し
た
り
、

学
校
で
開
催
さ
れ
る
人
権
教
育
、
同
和
教
育
に

関
す
る
学
び
の
機
会
を
保
護
者
に
も
呼
び
か
け

た
り
し
て
い
ま
す
。

新
潟
江
南
高
校
に
通
う
生
徒
が
よ
り
充
実
し

た
経
験
を
積
み
成
長
で
き
る
よ
う
に
、
そ
し
て

新
潟
江
南
高
校
が
地
域
の
学
校
と
し
て
よ
り
魅

力
の
あ
る
学
校
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
も
少
し
ず
つ
活
動
範
囲
を
広
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

１
９
０
３
年
創
立
の
新
潟
県
立
長
岡
大
手
高
等
学

校
は
、
１
２
３
年
の
歴
史
を
持
つ
伝
統
校
で
す
。
校

訓
「
済
美
」
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
３
万
９
千
人
以
上

の
卒
業
生
を
社
会
に
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

多
様
な
学
び
と
未
来
志
向
の
教
育

普
通
科
と
家
政
科
を
設
置
し
、
多
様
な
進
路
に
対

応
し
て
い
ま
す
。
二
年
生
か
ら
の
文
理
選
択
や
三
年

生
の
選
択
科
目
に
よ
り
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
興
味

関
心
に
合
わ
せ
た
専
門
性
の
高
い
学
び
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
一
コ
マ
55
分
授
業
で
、
基
礎
か
ら
応
用
ま

で
体
系
的
に
学
習
で
き
ま
す
。

近
年
は
、
長
岡
技
術
科
学
大
学
と
の
連
携
に
よ
る

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
や
Ａ
Ｉ
活
用

授
業
を
通
し
て
、
探
究
的
な
学
び
を
推
進
。
令
和
六

年
度
か
ら
は
「
Ｄ
Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
事
業
」
の
指
定

を
受
け
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
対
応
し
た
教
育
を
強
化

し
て
い
ま
す
。

充
実
し
た
学
校
生
活
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
貢
献

運
動
系
・
文
化
系
合
わ
せ
て
二
十
八
の
部
活
動
が

盛
ん
で
、
多
く
の
生
徒
が
人
間
的
な
成
長
を
遂
げ
て

い
ま
す
。
体
育
祭
や
済
美
祭
（
文
化
祭
）、
修
学
旅

行
な
ど
年
間
行
事
も
充
実
し
て
お
り
、
生
徒
の
思
い

出
を
彩
り
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
学
校
運
営
に
深
く
関
わ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
整
備
へ
の
協
力
や
進
路
支
援
な
ど
、
生
徒
の
学
び

を
多
角
的
に
サ
ポ
ー
ト
。
２
０
２
１
年
に
は
文
部
科

学
大
臣
よ
り
「
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
地
域
と
の
連
携
も
密
に
、
生
徒
が
安
心
し
て

学
べ
る
環
境
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

長
岡
大
手
高
等
学
校
は
、伝
統
を
大
切
に
し
つ
つ
、

常
に
新
し
い
教
育
に
挑
戦
し
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

可
能
性
を
最
大
限
に
引
き
出
す
こ
と
目
指
し
て
い
ま

す
。 「

済
美
」
の
精
神
を
涵
養
す
る

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

「
恵
温
」
の
心
を
育
む

新
潟
江
南
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

長
岡
大
手
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

杉
本

良
輔

新
潟
江
南
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

齋

藤

愛

去
る
七
月
十
一
日
・
十
二
日
、福
井
市
の
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ザ
を
会
場
に
北
信
越
地
区
高

Ｐ
連
大
会
福
井
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
「
日
本
一
フ
ァ
ン

キ
ー
な
吹
奏
楽
部
」
と
し
て
知
ら
れ
る
武
生
商

工
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
が
披
露
さ

れ
、
観
客
も
含
め
皆
で
音
楽
を
作
り
上
げ
る
一

体
感
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
ふ
れ
る
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
と
な
り
ま
し
た
。

実
践
発
表
で
は
、
研
究
主
題
「
輝
き
あ
る
未

来
へ
の
継
承
～
共
に
生
き
、
共
に
育
つ
～
」
の

も
と
各
県
代
表
の
個
性
豊
か
な
発
表
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
中
で
も
石
川
県
立
羽
咋
高
等
学
校

の
取
り
組
み
が
特
に
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
石

川
県
能
登
半
島
の
入
り
口
に
位
置
す
る
羽
咋
高

等
学
校
は
能
登
半
島
地
震
で
大
き
な
被
害
を
受

け
、
生
徒
や

教
職
員
の
多

く
が
被
災
す

る
中
で
、
生

徒
会
の
発
案

に
よ
り「
絆
」

と
い
う
一
文

字
を
中
心

に
、
復
興
の

願
い
が
込
め

ら
れ
た
応
援

看
板
を
作
成

し
正
門
前
に

掲
げ
た
そ
う

で
す
。
復
興

は
決
し
て
容
易

な
道
の
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん

が
、
前
を
向
く

姿
や
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
の

大
切
さ
、
温
か

さ
を
再
認
識
す

る
発
表
と
な
り

ま
し
た
。

夜
は
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
地
元
福
井
の

素
晴
ら
し
い
料
理
を
味
わ
い
な
が
ら
、
普
段
お

話
し
で
き
な
い
方
々
と
も
交
流
を
深
め
ま
し

た
。続

く
二
日
目
は
、
元
男
子
日
本
代
表
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
監
督
・
現
福
井
工
業
大
学
教
授

で
あ
る
中
垣
内
祐
一
様
よ
り
、「
選
手
強
化
の

最
前
線
～
男
子
バ
レ
ー
の
ケ
ー
ス
～
」
を
演
題

に
御
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
周
囲
と
の
関
わ

り
方
に
つ
い
て
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
み
な
ら
ず
、

私
た
ち
の
日
常
や
将
来
に
も
通
じ
る
内
容
で
深

く
心
に
残
り
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
旅
行
で
は
新
た
な
学
び
を
得
る

こ
と
が
で
き
、
ま
た
多
く
の
学
校
関
係
者
の

方
々
と
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
活
か
し
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
づ

く
り
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。最

後
に
な
り
ま
す
が
、
企
画
・
運
営
に
御
尽

力
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

北
信
越
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
究
大
会
福
井
大
会
報
告

北
信
越
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
究
大
会
福
井
大
会
報
告

新
潟
工
業
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

中

村

未

知

第
三
発
表

第
三
発
表

第
四
発
表

第
四
発
表

令和７年10月１日発行 新潟県高Ｐ連広報 第108号（3）



編 集 後 記
地区名 地区ＰＴＡ

幹事校
開催期日
（曜日）

開催
時刻 会　　　場 当番校

1 新 　 潟 新潟工業 11月19日㈬ 14：30 新潟東映ホテル 新 潟 江 南

2 巻 巻 総 合 11月21日㈮ 14：00 巻ふれあい福祉センター 分 　 　 水

3 新発田・村上 新 発 田 11月17日㈪ 13：30 胎内市産業文化会館 阿 賀 野

4 新 　 津 新　 津 11月７日㈮ 14：00 新津地域交流センター 新 津 南

5 長 　 岡 長　 岡 11月21日㈮ 14：30 アトリウム長岡 長 岡 工 業

6 三 　 条 三 条 東 11月21日㈮ 14：00 燕三条ワシントンホテル 燕 中 等

7 魚 　 沼 小 千 谷 11月７日㈮ 13：00 魚沼市ボランティアセンター 小 　 　 出

8 柏 　 崎 柏　 崎 11月13日㈭ 14：30 ソフィアセンター（柏崎市立図書館） 柏 崎 工 業

9 高田・直江津 直江津中等 11月21日㈮ 14：30 ホテルハイマート（直江津駅前） 上 　 　 越

10 佐 　 渡 佐　 渡 10月30日㈭ 14：00 国際佐渡観光ホテル　八幡館 佐 　 　 渡

令和７年度　地区ＰＴＡ研修会の開催予定

会　
　
　

長

古
川　
　

憲
（
新
潟
中
央
）

副

会

長

永
井

智
則
（
高
田
商
業
）
中
山

良
二
（
長

岡
）

遠
藤

和
人
（
新
発
田
）
中
村

未
知
（
新
潟
工
業
）

田
中

謙
一
（
新
潟
中
央
）

理　
　
　

事

井
手

規
秀
（
柏

崎
）
熊
木　
　

晶
（
直
江
津
中
等
）

福
田

頼
母
（
糸
魚
川
）
𣘺
本

敏
郎
（
高

田
）

杉
本

良
輔
（
長
岡
大
手
）
銀
山

良
雄
（
三
条
東
）

宮
内

正
行
（
小
千
谷
）
石
橋

弘
光
（
長

岡
）

菅
原
加
奈
子
（
巻
総
合
）
坂
上
由
佳
里
（
村

上
）

因　
　

俊
行
（
新

津
）
川
上　
　

豪
（
佐

渡
）

堀
川

裕
司
（
新

潟
）
馬
場　
　

匠
（
新
潟
南
）

三
岡

幸
子
（
新
潟
西
）
市
野

正
廣
（
新

潟
）

監　
　
　

事

後
藤

信
哉
（
新

井
）
村
山

浩
一
（
十
日
町
）

村
山

竜
平
（
新
発
田
商
業
）
田
村

妙
子
（
新
潟
翠
江
）

幹　
　
　

事

夏
見

康
彦
（
柏

崎
）
増
川

義
行
（
高
田
北
城
）

木
村

和
史
（
高
田
農
業
）
植
木　
　

勲
（
直
江
津
中
等
）

小
林

皇
司
（
長
岡
商
業
）
勝
山

宏
子
（
三

条
）

小
堺
さ
と
み
（
三
条
東
）
白
藤

恵
一
（
小
千
谷
西
）

小
林
麻
利
子
（
巻
総
合
）
石
黒

浩
司
（
新
発
田
）

萱
森

茂
樹
（
村

上
）
小
林

英
明
（
新

津
）

星　
　

達
哉
（
新
潟
北
）
小
畑

智
嗣
（
新
潟
商
業
）

丸
山

綾
子
（
新
潟
向
陽
）
灰
野　
　

仁
（
高
志
中
等
）

事

務

局

関
矢

和
彦
（
事
務
局
長
）
大
島

博
文
（
事
務
局
次
長
）

渡
辺

典
子
（
高
田
南
城
）
中
川

健
寿
（
佐
渡
相
川
分
校

）

小
林

速
人
（
長
岡
英
智
）
今
井
進
太
郎
（
長

岡
）

間
藤

秀
一
（
新
発
田
）
井
上

沙
織
（
新
潟
工
業
）

小
竹

聖
一
（
新
潟
中
央
）
雫
川

孝
志
（
柏

崎
）

木
下

和
紀
（
直
江
津
中
等
）
安
田

貴
志
（
糸
魚
川
）

中
静　
　

剛
（
長
岡
大
手
）
皆
川

能
治
（
三
条
東
）

佐
藤

淑
正
（
小
千
谷
）
長
谷
川
雅
一
（
長

岡
）

田
邉

幸
雄
（
巻
総
合
）
伊
東　
　

崇
（
村

上
）

清
水
か
お
り
（
新

津
）
神
田

健
史
（
新

潟
）

櫛
谷　
　

努
（
新
潟
南
）
小
玉

美
加
（
新
潟
西
）

東
條　
　

薫
（
新

井
）
太
田

記
史
（
十
日
町
）

桃
井

正
紀
（
新
発
田
商
業
）
白
根

淳
子
（
新
潟
翠
江
）

保
坂　
　

哲
（
高
田
北
城
）

新
潟
に
は
枝
豆
な
ど
と
て
も
美
味

し
い
逸
品
が
多
く
あ
り
ま
す
。
し
か

し
全
国
的
な
知
名
度
と
な
る
と
他
県

産
の
方
が
同
じ
商
材
で
も
有
名
で
あ

る
こ
と
が
多
い
で
す
。
全
国
的
な
ブ

ラ
ン
ド
と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
生
産

者
の
手
取
り
の
増
加
や
加
工
品
・
観

光
な
ど
周
辺
産
業
も
発
展
し
ま
す
。

就
業
者
の
増
加
も
期
待
で
き
ま
す
。

地
元
で
も
県
外
で
も
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

（
調
査
広
報
委
員
新
潟
Ｐ
会
長

堀
川
）

去
る
八
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
二
日
の
二
日

間
、三
重
県
の
津
市
産
業
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

を
会
場
と
し
、
第
七
十
四
回
全
国
高
等
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
三
重
大
会
が
「
出
会
い
は
じ
ま
る

常
若
の
く
に
～
「
集
い
、
想
い
、
継
な
ぐ
」
三

つ
の
重
な
る
明
日
へ
の
力
～
」
を
テ
ー
マ
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
の
表
彰
式
で
は
、
本
県
か
ら
は
優
良
Ｐ

Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰
と
し
て
三
条
東
高
等

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
、
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
会
長
表
彰
個
人
の
部
に
お
い
て
長
岡
高
等
学

校
今
井
進
太
郎
様
と
新
潟
工
業
高
等
学
校
井

上
沙
織
様
が
、
そ
し
て
団
体
の
部
に
お
い
て
は

三
条
商
業
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
及
び
直
江
津
中
等

教
育
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
役
員
等
の
部
で
前
事
務
局

長
の
岩
田
宏
樹
様
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
後
四
つ
の
会
場
に
別
れ
て
分
科
会
が
行

わ
れ
、
二
日

目
は
井
村
屋

株
式
会
社
代

表
取
締
役
会

長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
中

島
伸
子
様
に

よ
る
「「
尊

厳
は
明
日
の

力
」
～
壁
を

開
け
る
手
中

の
鍵
～
」
と

題
さ
れ
た
記

念
講
演
が
行

わ
れ
ま
し

全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
三
重
大
会
報
告

全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
三
重
大
会
報
告

た
。今

大
会
に

お
い
て
、
私

が
強
く
感
銘

を
受
け
た
も

の
は
大
会

テ
ー
マ
に
も

あ
る
『
常
若

（
と
こ
わ

か
）』
の
思

想
で
し
た
。

開
式
挨
拶
に

お
い
て
も
語
ら
れ
た
通
り
、
三
重
県
の
伊
勢
神

宮
は
二
十
年
に
一
度
内
宮
を
始
め
十
四
宮
を
隣

地
に
そ
の
ま
ま
の
姿
で
建
て
替
え
、
ご
神
体
を

遷
す
『
式
年
遷
宮
』
を
行
い
ま
す
。

こ
の
二
十
年
に
一
度
と
い
う
の
は
「
一
世
代

に
つ
き
一
度
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
と
聞
き
ま

し
た
。
つ
ま
り
式
年
遷
宮
の
真
の
目
的
と
は
、

世
代
毎
に
確
実
に
固
有
の
「
記
憶
」「
技
術
」

を
伝
承
さ
せ
る
事
に
あ
る
の
で
す
。
そ
し
て
確

実
に
伝
承
さ
れ
続
け
る
「
記
憶
」「
技
術
」
は

千
年
超
の
時
を
経
て
も
か
く
も
瑞
々
し
く
現
代

に
そ
の
姿
を
残
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。

こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
「
教
育
」
の
真
髄
で
す
。

「
教
育
」
と
は
個
人
の
成
長
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
文
化
が
永
続
し
て
い

く
為
に
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
支
え
る

存
在
と
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
今

Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
大
会
が
、『
常
若
の
く
に
』
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
こ
と
に
は
非
常
に
大
き
な
意

義
が
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

新
潟
北
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

伊

藤

和

成
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新
潟
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

役
員
及
び
職
員

新
潟
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

感
謝
状
贈
呈
者




